
 
．命令文【ポイント解説】

 

 命令文

動詞の原形から始まる文は命令文になります。

 あなたは英語を話す。

     英語を話しなさい。

 あなたはよい少年です。

   よい少年でいなさい。 

 命令文の前後に を置くと「〜してください」というていねいな命令の意味になります。

 英語を話してください。

英語を話してください。

   ＝

 命令文の前に を置くと，「〜してはいけません」という禁止の意味になります。

 英語を話してはいけません。

＝

 ～ の命令文に対する答え方

「 」「 」 わかりました 「 」 いいですよ

「 ～」 すみません、でも～

 命令文の前に を置くと，「〜をしましょう」という誘う意味になります。

 英語を話しましょう。

＝

  【答え方】「いいよ、そうしよう」という場合 …

「いいえ、やめときましょう」という場合 …

 命令文＋ ，命令文＋

 急ぎなさい、そうすれば電車に間に合いますよ。

＝

 急ぎなさい、さもないと電車に遅れますよ。

＝



 
．命令文【ポイント解説】

１ 日本文と同じ意味になるように   内に適切な単語を入れなさい。

 夕食の後に英語を勉強しなさい。

   

他人に親切にしなさい。

   

ドアを開けてください。

      

この公園の中では野球をしてはいけません。

      

騒ぐな。

      

テレビを見ましょう。 ― いいですよ。

      ―    

２ ほぼ同じ内容を表すように、   内に入る適切な 語を書きなさい。
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．命令文【ポイント解説】

３ 日本文に合う英文になるように、   内の語を並べかえて数字で答えなさい。

 私の部屋で音楽を聞きましょう。

ケン、ここでギターをひくな。

時に寝なさい。

 私に英語を教えてください。

 私の宿題を手伝ってください｡

 

 学校に遅れてはいけません｡

 学校を休んではいけません｡

 一生懸命勉強しなさい、そうすればテストに合格するよ。

 早く起きなさい、そうしないと学校に遅刻してしまうよ。

質問があれば、手を挙げて質問してください。
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